
平成26年度事務事業一覧表 課名： 第１号様式

1 図書館維持管理事業 -

2 図書館運営事業 -

3 図書館コンピュータ・ネットワークシステム推進事業 -

4 図書資料整備事業 -

5 子ども読書推進事業 -

6 図書館施設整備事業 ③

生涯学習課図書館

事業
番号

事業名 内　　容 対象外
項目番号

施設環境維持のための各種保守委託・借上

図書館サービス全般

コンピュータシステムの維持・管理

図書館資料（図書、逐次刊行物、視聴覚資料）の整備

児童サービス及び家庭・地域・学校等との連携

空調改修工事及び空調改修工事監理業務委託
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２.事業の概要

■ □ □ □

直接事業費 (a)

(b)

Ｈ 26

①

②

①

②

①

②

26.0kwh当たりの単価 円/kwh 26.6 24.8

電気料金 円 4,145,186 3,985,107 4,680,000

25年度
(実績値)

26年度
(見込み又は

計画値)（ 指 標 名 ）

電気使用量 kwh 155,699 160,674 180,000

12,458

成果指標
（達成度等）

事業費内訳

総事業費 (a)+(b) 千円

（活動量）

図書館利用者に良好な環境を提供するため、清掃等の各種委託を実施し、施設・設備の維持管理を行
う。

３.指標値の推移

1,056

7,747 10,511

千円

平成26年度
（予算）

平成25年度
（決算見込）

平成 26 年度事務事業評価シート 第２号様式

１.評価対象事務事業 シート作成日

―

平成27年2月19日

事業名 生涯学習課図書館

総合計画実施計画事業
（認定番号・事業名）

担当課・係名図書館維持管理事業

― 事 業 番 号

行革大綱実施計画事業
（細目コード・事業名）

施設の良好な環境を維持管理するため、管理・保守委託、修繕を実施する。

図書館施設・設備及び利用者に提供する環境

根拠法令・条例等
図書館法、大磯町立図書館の設置、管理等に関する条例、大磯町立図書館の設置、管理等に関
する条例施行規則

事業開始年度

目的
（何のために）

対象
(誰を・何を)

内容

1,532 1,532

0.25

8,803

その他

国庫支出金

415

10,926

単位 平成24年度
（決算）

千円

千円

全部委託

事
業
費

一般財源

10,335

0.25

その他

11,197

11,352

千円

執行体制 町職員実施 一部委託あり

11,352

県支出金

職員人数（概算職員数） 人

千円

千円

人 件 費 計 

155

千円

起債

年度

需用費：6,427千円　役務費：112千円　委託料：4,119千円　使用料及び賃借料：262
千円　負担金補助及び交付金：6千円

活動指標

対象指標

(対象者数等）

各種指標の実績と見込み、目標
単位

24年度
(実績値)

1

―
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４.事務事業の評価

■ □ □ □

■ □ □ □

□ ■ □ □

□ ■ □ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成27年度事業への取組み状況（改善内容等）
経年劣化が認められる館内照明器具の取替え修繕を実施し、設備の改善を図る。

竣工後30年以上経過し、老朽化した施設・設備の修繕等の増加

③　その他（課題、調整事項等）

妥
当
性

・実施主体
は妥当か

妥当 おおむね妥当

図書館施設の保守委託、修繕等を行う。

変更の必要あり その他

理
由

その他

理
由

保守委託を行うことにより、施設・設備も安全性の確保が図られている。

図書館施設の保守委託、修繕等を行う。

・実施手段
は妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

・コストの
削減等を
図ったか

図った

理
由

図書館施設・設備の運用に必要な経費である。

その他

成
果

・意図した
成果が得ら
れている
か。

得られている おおむね得られている 得られていない

効率的 おおむね効率的

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

非効率 その他

理
由

保守委託を行うことにより、施設・設備の効率的な運用が行われている。

年度以降）

図られていない 図る余地は無い

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要 施設・設備の維持のため必要な
経費である

効
率
性

・コストに
対して効率
的か

②　平成27年度に着手する事項
館内照明器具の取替え修繕

①　改革・改善への取り組み
・長期修繕計画に基づいた計画的な修繕の実施
・各種保守委託の実施による施設の安全性の確保

事業の抜本的な見直しが必要

５.改革・改善の方向性　（平成 27
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２.事業の概要

■ □ □ □

直接事業費 (a)

(b)

Ｈ 26

①

②

①

②

①

②

平成 26 年度事務事業評価シート 第２号様式

１.評価対象事務事業 シート作成日 平成27年2月19日

事業名 図書館運営事業 担当課・係名 生涯学習課図書館

総合計画実施計画事業
（認定番号・事業名） ― 事 業 番 号 2

行革大綱実施計画事業
（細目コード・事業名） ― 事業開始年度 ―

目的
（何のために）

図書館利用者に図書館サービスを提供するため、図書館窓口等に人員を配置して、図書館サービスを円
滑に行う。

対象
(誰を・何を)

図書館利用者に各種サービスを行う。

内容 図書館窓口等に臨時職員を配置し、図書館サービスを利用者に提供する。

根拠法令・条例等
図書館法、大磯町立図書館の設置、管理等に関する条例、大磯町立図書館の設置、管理等に関
する条例施行規則

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位 平成24年度
（決算）

平成25年度
（決算見込）

平成26年度
（予算）

事
業
費

千円 14,873 15,748 15,431

国庫支出金 千円

県支出金 千円

起債 千円

その他 千円 392 221 415

一般財源 千円 14,481 15,527 15,016

職員人数（概算職員数） 人 3.60 2.60

人 件 費 計 千円 19,586 14,410

総事業費 (a)+(b) 千円 14,873 35,334 29,841

事業費内訳 報酬：73千円　共済費：218千円　賃金：13,154千円　報償費：40千円　旅費：20千円
需用費：1,089千円　役務費：449千円　委託料：220千円　使用料及び賃借料：124千
円　負担金補助及び交付金：35千円　公課費：9千円年度

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
単位

24年度
(実績値)

25年度
(実績値)

26年度
(見込み又は

計画値)（ 指 標 名 ）

対象指標 町人口（10.1現在） 人 32,748 32,496 32,236

(対象者数等）

活動指標 貸出点数 点 188,647 180,629 193,416

（活動量） 来館者数 人 181,440 177,123 193,416

成果指標
（達成度等）

町民1人当たりの貸出数 点 5.8 5.5 6

町民1人当たりの来館回数 回 5.5 5.5 6
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４.事務事業の評価

■ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成27年度事業への取組み状況（改善内容等）

妥
当
性

・実施主体
は妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由

利用者のニーズに応え資料提供を行うのは公共図書館の役割であり、町が実施するのは妥
当である。

・実施手段
は妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

窓口業務に司書資格のある職員、臨時職員を配置して利用者のニーズに応えている。

成
果

・意図した
成果が得ら
れている
か。

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

利用者のニーズを把握して、継続的なサービスの向上が図られている。

効
率
性

・コストに
対して効率
的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

利用者のニーズに応えたサービスの実施が貸出冊数、入館者数等に反映されている。

・コストの
削減等を
図ったか

図った 図られていない 図る余地は無い その他

理
由

必要最小限の予算で窓口業務等を運営しており、コストの削減を図る余地はない。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要 利用者のニーズに応え、サービ
スが適切に実施されている。

事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

５.改革・改善の方向性　（平成 27 年度以降）

窓口業務の効率化を図り、更なるサービスの向上に努める

①　改革・改善への取り組み
利用者のニーズに応え、一層親しみを持って図書館が活用されるよう読書環境の整備に努める。

②　平成27年度に着手する事項

なし

③　その他（課題、調整事項等）

なし
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２.事業の概要

■ □ □ □

直接事業費 (a)

(b)

Ｈ 26

①

②

①

②

①

②

平成 26 年度事務事業評価シート 第２号様式

１.評価対象事務事業 シート作成日 平成27年2月19日

事業名 図書館コンピュータ・ネットワークシステム推進事業 担当課・係名 生涯学習課図書館

総合計画実施計画事業
（認定番号・事業名） ― 事 業 番 号 3

行革大綱実施計画事業
（細目コード・事業名） ― 事業開始年度 ―

目的
（何のために）

図書館サービスを遂行するため、図書館コンピュータ・システムの維持・管理を行い、図書館業務の効
率的な運営を行うとともに、利用者への情報提供サービスを行う。

対象
(誰を・何を)

図書館業務全般、インターネット蔵書検索

内容 貸出、返却、予約、資料管理、発注管理、インターネット蔵書検索などを円滑に行う。

根拠法令・条例等
図書館法、大磯町立図書館の設置、管理等に関する条例、大磯町立図書館の設置、管理等に関
する条例施行規則

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位 平成24年度
（決算）

平成25年度
（決算見込）

平成26年度
（予算）

事
業
費

千円 4,253 4,292 4,187

国庫支出金 千円

県支出金 千円

起債 千円

その他 千円

一般財源 千円 4,253 4,292 4,187

職員人数（概算職員数） 人 0.15 0.15

人 件 費 計 千円 919 919

総事業費 (a)+(b) 千円 4,253 5,211 5,106

事業費内訳 需用費：169千円　役務費：243千円　使用料及び賃借料：3,775千円

年度

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
単位

24年度
(実績値)

25年度
(実績値)

26年度
(見込み又は

計画値)（ 指 標 名 ）

対象指標 図書館登録者数(他市町含む) 人 19,573 20,407 21,285

(対象者数等）

活動指標 インターネット予約件数 件 11,715 13,296 15,024

（活動量）    

成果指標
（達成度等）
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４.事務事業の評価

■ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成27年度事業への取組み状況（改善内容等）

妥
当
性

・実施主体
は妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由

図書館利用者のための蔵書検索、予約、貸出、返却事務の効率化の業務内容である。

・実施手段
は妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

図書館利用者のための蔵書検索、予約、貸出、返却事務の効率化の業務内容である。

成
果

・意図した
成果が得ら
れている
か。

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

利用者の蔵書検索、予約などのサービスの充実が図られている。

効
率
性

・コストに
対して効率
的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

利用者の蔵書検索、予約、貸出、返却と資料管理、発注管理が効率的に行われている。

・コストの
削減等を
図ったか

図った 図られていない 図る余地は無い その他

理
由

平成27年3月から8ヶ月間、コンピュータ・システムの再リースを予定している。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要 利用者の蔵書検索、予約、貸
出、返却と資料管理、発注管理
が効率的に行われている。事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

５.改革・改善の方向性　（平成 27 年度以降）

図書館コンピュータ・システムのハードウェアを既存のものから、新規のものに変更を行い、図書館
業務処理、資料管理データ保持の安全性と処理能力の向上を図る

①　改革・改善への取り組み
図書館業務の効率的な運営のため図書館コンピュータ・システムの改善を引続き検討する

②　平成27年度に着手する事項

図書館コンピュータ・システムのハードウェアを既存のものから、新規のものに変更する

③　その他（課題、調整事項等）

現行システムからの移行を短期間でスムーズに行えるよう業者と調整を行う
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２.事業の概要

■ □ □ □

直接事業費 (a)

(b)

Ｈ 26

①

②

①

②

①

②

平成 26 年度事務事業評価シート 第２号様式

１.評価対象事務事業 シート作成日 平成27年2月19日

事業名 図書館資料整備事業 担当課・係名 生涯学習課図書館

総合計画実施計画事業
（認定番号・事業名） ― 事 業 番 号 4

行革大綱実施計画事業
（細目コード・事業名） ― 事業開始年度 ―

目的
（何のために）

町民の多様なニーズに応えるため年間を通じて定期的かつ計画的に図書館資料を整備する。

対象
(誰を・何を)

図書館資料

内容
一般書、児童書、郷土資料、逐次刊行物、視聴覚資料等の選定、購入、受入、整理、保存など図書館資
料の管理を行う。

根拠法令・条例等
図書館法、大磯町立図書館の設置、管理等に関する条例、大磯町立図書館の設置、管理等に関
する条例施行規則

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位 平成24年度
（決算）

平成25年度
（決算見込）

平成26年度
（予算）

事
業
費

千円 9,341 9,278 9,312

国庫支出金 千円

県支出金 千円

起債 千円

その他 千円

一般財源 千円 9,431 9,278 9,312

職員人数（概算職員数） 人 0.45 0.45

人 件 費 計 千円 2,567 2,377

総事業費 (a)+(b) 千円 9,341 11,845 11,689

事業費内訳 需用費：9,312千円

年度

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
単位

24年度
(実績値)

25年度
(実績値)

26年度
(見込み又は

計画値)（ 指 標 名 ）

対象指標 町人口（10.1現在） 人 32,748 32,496 32,236

(対象者数等） 町世帯数（10.1現在） 世帯 12,617 12,652 12,686

活動指標 蔵書冊数 冊 226,459 229,332 227,000

（活動量） 購入冊数 冊 4,315 4,504 4,300

成果指標
（達成度等）

人口１人当たりの蔵書数 冊/人 6.9 7.1 7.0

１世帯当たりの購入数 冊/世帯 0.34 0.36 0.34
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４.事務事業の評価

■ □ □ □

■ □ □ □

□ ■ □ □

■ □ □ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成27年度事業への取組み状況（改善内容等）

妥
当
性

・実施主体
は妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由

資料の選定には蔵書構成や利用者のニーズを熟知している必要があり、町が主体は妥当で
ある。

・実施手段
は妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

図書館職員による選定会議の実施は、蔵書構成や利用者のニーズを熟知しており、手段は
妥当である。

成
果

・意図した
成果が得ら
れている
か。

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

資料の選定では、一般書、児童書、郷土資料等、多岐にわたる分野での知識と経験を生か
し、成果が得られている。

効
率
性

・コストに
対して効率
的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

資料の選定は定期的に行う選定会議で厳選している。

・コストの
削減等を
図ったか

図った 図られていない 図る余地は無い その他

理
由

利用者のニーズに応えるための資料を収集する必要経費であるため削減を図る余地はな
い。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要 資料選定を選定会議の定期的な
開催により厳選している。

事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

５.改革・改善の方向性　（平成 27 年度以降）

利用者の多様なニーズに応え、質の高い資料提供に努めるとともに、参考図書の充実や更新を図る

①　改革・改善への取り組み
限られた予算の中で最大限の効果を発揮できるよう、利用者の多様なニーズに応えて資料選定を行うととも
に、将来の利用を見据えて体系的な資料選定に努める。

②　平成27年度に着手する事項

なし

③　その他（課題、調整事項等）

なし
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２.事業の概要

■ □ □ □

直接事業費 (a)

(b)

Ｈ 26

①

②

①

②

①

②

平成 26 年度事務事業評価シート 第２号様式

１.評価対象事務事業 シート作成日 平成27年2月19日

事業名 子ども読書推進事業 担当課・係名 生涯学習課図書館

総合計画実施計画事業
（認定番号・事業名） ― 事 業 番 号 5

行革大綱実施計画事業
（細目コード・事業名） ― 事業開始年度 ―

目的
（何のために）

子どもの自主的な読書活動の推進のため、家庭、地域、学校等と連携して読書環境の整備を行う。

対象
(誰を・何を)

乳児、子ども、児童、生徒を対象とする。

内容
４ヶ月健診時のブックスタート、おはなしと紙芝居、幼稚園・保育園年長児の図書館見学、小学校４年
生の学級招待等の事業を実施するとともに、学校図書館との連携を図る。

根拠法令・条例等
図書館法、子どもの読書活動の推進に関する法律、大磯町立図書館の設置、管理等に関する条
例、大磯町立図書館の設置、管理等に関する条例施行規則

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位 平成24年度
（決算）

平成25年度
（決算見込）

平成26年度
（予算）

事
業
費

千円 648 637 898

国庫支出金 千円

県支出金 千円

起債 千円

その他 千円

一般財源 千円 648 637 898

職員人数（概算職員数） 人 0.55 0.65

人 件 費 計 千円 2,228 2,079

総事業費 (a)+(b) 千円 648 2,865 2,977

事業費内訳 報償費：90千円　需用費：500千円　役務費：43千円　使用料及び賃借料：200千円
備品購入費：65千円

年度

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
単位

24年度
(実績値)

25年度
(実績値)

26年度
(見込み又は

計画値)（ 指 標 名 ）

対象指標 おはなしと紙芝居 人 1,307 1,161 1,443

(対象者数等） ブックスタート 人 169 197 200

活動指標 おはなしと紙芝居 回 107 110 111

（活動量） ブックスタート 回 9 6 6

成果指標
（達成度等）

実施回数当たり おはなしと紙芝居 人/回 12 11 13

実施回数当たり ブックスタート 人/回 19 33 33
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４.事務事業の評価

■ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成27年度事業への取組み状況（改善内容等）

妥
当
性

・実施主体
は妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由

子どもの自主的な読書活動の推進のため、図書館が中心となり読書環境を整備する必要が
ある。

・実施手段
は妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

ブックスタート、おはなしと紙芝居、図書館見学、学級招待など子どもの発達段階に応じ
た事業を実施している。

成
果

・意図した
成果が得ら
れている
か。

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

第二次大磯町子ども読書活動推進計画に基づき事業を実施し、子どもの読書推進が図られ
ている。

効
率
性

・コストに
対して効率
的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

ボランティアとの協働により、事業を効率的に実施している。

・コストの
削減等を
図ったか

図った 図られていない 図る余地は無い その他

理
由

必要最低限の予算で実施しているため、コストの削減を図る余地は無い。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要 職員とボランティアの協働によ
り円滑に事業を運営している。

事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

５.改革・改善の方向性　（平成 27 年度以降）

子どもの発達段階に応じた各事業を推進するとともに、新たに読書通帳を導入して子どもの読書意欲
の向上を図る。

①　改革・改善への取り組み
子どもの自主的な読書活動の推進のため、更に啓発を進めていく。

②　平成27年度に着手する事項
・学校図書館との連携として、中学校２校の電算化のための蔵書管理システムを導入する。
・読書通帳を導入する。

③　その他（課題、調整事項等）

なし
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